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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  16/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  16/10    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月10日(2013.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部にボトル口部を有し液体が貯留されるボトルと、前記ボトル口部に接続可能なヒー
タ装置と、前記ヒータ装置に接続可能なネブライザアダプタとを備えるネブライザシステ
ムであって、
　前記ボトルは、内部に貯留される液体に浸漬される浸漬管を備え、
　前記浸漬管の上端部は、前記ボトル口部を介して前記ボトルの内外を連通する空隙部を
設けた状態で、前記ボトル口部の周壁の内側に配置されており、
　前記ネブライザアダプタは、ガスを噴射する噴射口を有するノズル部材と、前記噴射口
に対応する位置に配置され前記噴射口から噴射されたガスの気流によって、前記浸漬管及
び前記ヒータ装置を介して前記ボトル内の液体を吸引すると共に吸引した液体を微細なエ
アロゾルとするエアロゾル形成部材とを備えており、
　前記ヒータ装置は、一端部が前記浸漬管の上端部に接続すると共に他端部が前記エアロ
ゾル形成部材に接続する導水管と、前記導水管を加熱する加熱部と、一方端が前記空隙部
に対向配置され、他方端を介して前記ネブライザアダプタにおいてエアロゾル化されなか
った液体を前記ボトル内に還流するドレン管とを内部に備えているネブライザシステム。
【請求項２】
　前記ヒータ装置は、前記ネブライザアダプタにおいてエアロゾル化されなかった液体を
貯留する受液部を備えており、前記ドレン管の他方端は、前記受液部に接続する請求項１
に記載のネブライザシステム。
【請求項３】
　前記受液部は、前記導水管の他端部側に設けられており、底部と、前記底部から立設す
る側壁部とを備えている請求項１又は２に記載のネブライザシステム。
【請求項４】
　前記導水管の他端部は、前記受液部の底部に貫挿されており、
　前記側壁部は、前記底部の外周縁から立設している請求項３に記載のネブライザシステ
ム。
【請求項５】
　前記ヒータ装置は、筐体と、前記筐体から突出し前記ネブライザアダプタが接続する筒
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状の接続部とを備えており、
　前記ネブライザアダプタは、前記接続部の端面に密着可能な密着面を有するリング状部
材を備えている請求項２から４のいずれかに記載のネブライザシステム。
【請求項６】
　前記導水管及び前記ドレン管は、直線状に形成されている請求項１から５のいずれかに
記載のネブライザシステム。
【請求項７】
　前記ヒータ装置の一側面と、前記ボトルの一側面とは、略面一となるように構成されて
いる請求項１から６のいずれかに記載のネブライザシステム。
【請求項８】
　上部にボトル口部を有し液体が貯留されるボトルと、前記ボトル内の液体を吸引すると
共に吸引した液体を微細なエアロゾルとするネブライザアダプタとの間に配設されるネブ
ライザシステム用のヒータ装置であって、
　前記ボトルが有する浸漬管の端部に一端部が接続すると共に他端部が前記ネブライザア
ダプタが有するパイプ状のエアロゾル形成部材に接続する導水管と、
　前記導水管を加熱する加熱部と、
　一方端が前記ボトル口部内を向くように配置され、他方端が前記ネブライザアダプタ内
を向くように配置され、前記ネブライザアダプタにおいてエアロゾル化されなかった液体
を前記ボトル内に還流するドレン管と、を内部に備えているヒータ装置。
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